
2010 年 9 月 1 日、株式会社アデランス、フォンテーヌ
株式会社、株式会社アデランスホールディングスが統
合し、株式会社ユニヘアーとして生まれ変わった。新
社名は「ユニバーサル・ヘアー」の略であり「世代や性
別、国境を超え、文化や言語、すべてを超えて、あら
ゆる人の快適な暮らしを支える新しい毛髪」の創造を
目指す決意を表す。高い技術力とグローバルな生産販
売体制をさらに強化し、総合毛髪関連事業における世
界 NO.1 を目指す。

株式会社ユニヘアー
〒 160-0007

東京都新宿区荒木町 13-4
住友不動産四谷ビル 6 階

http://www.universal-hair.com/

Google Apps for Business

Google Apps の試験導入を行い使い勝手の良さを実証

　株式会社ユニヘアーは、2010 年 9 月に株式会社アデランス、フォ
ンテーヌ株式会社、株式会社アデランスホールディングスの統合で 1
つの会社になるタイミングに合わせて、社内外のコミュニケーション
ツールとして Google Apps for Business を全社的に導入した。
　その経緯は、2009 年 6 月頃にさかのぼる。新体制となった旧アデ
ランスホールディングスの経営層から、「既存のメールシステムは社
外からアクセスできず使いにくい」、「スケジュールが共有できるツー
ルがないと不便」という意見が上がった。旧アデランスホールディン
グス・旧アデランスでは、営業店舗に勤務する多くの従業員は社外
でのメール利用やスケジュール共有は特に必要なかったこともあり、
メールサーバーは Sendmail、クライアントは Outlook を利用して一
般的なメールシステムを構築していた。したがって、2007 年に基幹
システムを改良して掲示板などのグループウェア的な機能を付加した
際にも、社外からのアクセス性やスケジュール共有機能などは盛り込
まなかったという経緯がある。しかし、新経営層は、「本社部門は構
造改革をスピーディーに行う必要がある。また、営業店舗においても
もっと効率化できる業務はある」と、情報システム室に対して、経営
層の多くが以前から使っていた Black Berry を活用できる、そのよう
な機能を盛り込んだシステムの構築を指示した。

「ちょうどその頃、以前からシステム構築で付き合いのあったシス

テムベンダーから『画期的なツールがリリースされた』と、Google 
Apps for Business を紹介されていました」と情報システム室副長の
中井康貴氏は言う。そこで、オンプレミス型のメッセージングサーバー
ソフトウェアを利用する場合と比較検討し、コストパフォーマンスの
高い Google Apps for Business の試験導入を決定。経営層および経
営企画スタッフ向けに 25 アカウントを導入した。「約 1 年間運用し、
使い勝手の良さが実証されました」（中井氏）

約 4 カ月での情報システム構築を迫られる

　その後、2010 年 9 月の統合に向け、その 4 カ月前の 5 月、現在
の本社に3社の管理部門が集まることとなった。また、女性向けウィッ
グについては、自社店舗でオーダーメイドのウィッグを扱う旧アデラ
ンス、主に百貨店でレディメイドのウィッグを販売する旧フォンテー
ヌの両営業現場も融合し、双方の拠点でレディメイドからオーダーメ
イドまでの商品を扱うこととなった。

「双方の拠点でレディメイドからオーダーメイドの商品を扱うことに
より、お客様のご要望により応えられるようになりました」と、情報
システム室長の廣瀬拓生氏は言う。ところが、両社の情報システムは
異なり、お互いの商品情報などの共有に大きな障害があった。

「極端な場合、同じオフィスにいるのに、旧アデランスの社員と旧フォ
ンテーヌの社員がシステム的に情報共有するには、E メールを使って
やりとりするしか方法がありませんでした」（中井氏）

会社概要

3 社統合で情報システムの
一本化が課題に
Google Apps for Business で
素早く低コストで解決！

情報システム室長　廣瀬拓生氏



お問い合わせ
Google Apps for Business  の詳細については、  http://www.google.co.jp/a  をご覧いただくか、もしくは、同ページ「お問い合わせ」より
お問い合わせください。

　そのため、ユニヘアーが発足するまでの約 4 カ月で、一本化され
たメールやスケジュール共有などの情報システムを構築する必要に
迫られた。

「3 社だけではなく、海外には製造や営業の拠点であるグループ会社
が多くあります。それまで、本社と海外拠点は専用ネットワークがつ
ながっておらず、本社から連絡がある場合は、E メールや誰かがまと
めて郵送するという状況でした。こうした問題も、この機にすべて解
決しようと検討を始めました」と廣瀬氏は振り返る。

オンプレミスに比べコスト、期間とも 3 分の 1

　新システム選定の最大の条件は、時間とコストをかけずに行えるも
のであること。

「いくつかの方法を検討した結果、オンプレミスによるグループウェ
アなどを構築している時間はなく、コストも高くつくことがわかり
ました。それに対して、経営企画部門に試験導入して好評を得てい
た Google Apps for Business ならば、全社への導入期間、コスト
とも 3 分の 1 程度で済みます。しかも、社外からのアクセスが問
題なくでき、情報共有も簡単にできるアプリケーションがそろって
いることから、これを全社的に展開すればいいことがすぐ判明しま
した」（廣瀬氏）
　一方、廣瀬氏らは、クラウドコンピューティングに対して「他社の
サーバーに自社の重要な情報を預けることのリスクがある」と思われ
ている風潮もケアし、システムベンダーに説明を求めた。

「世間で思われているようなセキュリティ面での不安はほぼ完全にク
リアできていることがわかりましたし、大企業がかなりの規模で導入
している実績がいくつもあるので安心できました」（廣瀬氏）
　7 月に Google Apps for Business の導入を決定、8 月に日本国内
の全拠点約 1200 アカウントへの導入作業を行い、9 月 1 日の 3 社
統合に間に合わせることができた。携帯端末は、試験運用では Black 
Berry を利用していたが、リモートワイプなど当時必要としていた機
能が使え、Google Apps for Business とも相性のいいスマートフォ
ンに変更された。
　試験導入をしていたこともあり、導入作業はスムーズに進行。社内へ
の説明会をていねいに行ったこともあるが、新システムへの切り替えは
社内での混乱や抵抗感などを生じさせることなく済ませることができた。

「新しい会社に生まれ変わったことで、システムも一新されて当然とい
う空気があったと思います。不慣れなことへの不安や不満より、両社
のシステムが異なることによる不便が解消されることの期待感のほう
が、はるかに勝っていたのではないでしょうか」と廣瀬氏は解説する。

便利なシステムは業務効率化に不可欠

　Google Apps for Business 導入のさまざまなメリットはすぐに現
れた。中井氏は次のように言う。

「社内でプロジェクトチームをつくって業務を進めることがよくあり
ますが、Google Apps for Business ならば部署や場所を問わず同じプ
ラットフォームを共有して仕事を進められるので、非常に便利で効率
的ですね」
　また、スマートフォンが使えるようになったことで、営業担当者は
出先で日報作成などの業務が行えるようになり、帰社しなくても済む
ようになるなど業務が大幅に効率化できた。

「今回、 Google Apps for Business を新規導入するまで、社外から
のアクセス性などの機能の必要性は社内ではあまりイメージできな
かったと思います。目の前のシステムを使うしか方法がありません
でしたから。しかし、いざ導入されると、便利さを認識して使い始
める人が続出しています。そういう意味では、こうした便利なシス
テムが業務効率化に不可欠の支援ツールであることが再認識できま
したね」（廣瀬氏）
　今後は、Google ビデオ を活用して経営トップのメッセージ動画を
社内に配信することも検討している。また、セキュリティは十分では
あるものの、万一の不正アクセスや情報漏えいなどのリスクに対し、
さらに厳密を期して認証の補強も検討する予定だという。

「将来、全世界のグループ会社にも導入して、グローバルな共通プラッ
トフォームにしたいと思っています。そうすることで、グループ全従
業員の業務効率化が飛躍的に向上させられるとともに、トータルの運
用コストも削減できるからです」と廣瀬氏は力を込める。

© Copyright 2011 Google　
Google は、Google Inc. の商標です。その他すべての社名および製品名は、それぞれ該当する企業の商標である可能性があります。

© Copyright 2011 Google is a trademark of Google Inc. All other company and names many be trademarks of the respective companies 

with which they are associated. GECS 02/15/11

情報システム室長
廣瀬拓生氏

情報システム室副長
中井康貴氏


